
 
 

道路の耐災害性強化に向けた有識者会議 

 
設 立 趣 旨 

 

甚大な被害をもたらした東日本大震災から７年が経過したが、その

後も、一昨年の熊本地震や本年９月の北海道胆振東部地震をはじめと

して大地震が頻発している。今後も、首都直下地震や南海トラフ巨大

地震が高い確率で発生することが予想され、発災時には甚大な被害が

危惧されるところである。 

また、本年の２月豪雪や７月豪雨、９月の台風２１号のように、集

中的な豪雨・豪雪も毎年のように発生しており、降雨・降雪強度の高

さと継続時間の長さ、極度の風速が被害甚大化をもたらす「異次元の

気象状態」とも言える状況である。 

 

このため、古来より災害を意識しつつ道路整備を進めてきた歴史認

識も振り返りながら、災害時に生命線となる道路について、近年の大

災害から得られた教訓と今後講ずるべき施策を緊急的にとりまとめ、

大災害への備えに万全を期することを目的として、当会議を設置する

ものである。

 

資料１ 


